
心
に
響
く
、
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
。

（
与
謝
野
町
小
・
中
学
校
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

● 今月の表紙
花笠音頭を踊る子ども

（令和７年度与謝野町文化祭）

● 主な記事
02　【写真特集】文化の秋
04　第３次与謝野町総合計画策定に関する住民アンケート調査結果をお知らせします
06　【よさの人】斎藤佳紳さん
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Culture festival
令
和
７
年
度

与
謝
野
町

文
化
祭

　

与
謝
野
町
の
文
化
・
芸
術
の

　

与
謝
野
町
の
文
化
・
芸
術
の

祭
典
「
与
謝
野
町
文
化
祭
」
が
、

祭
典
「
与
謝
野
町
文
化
祭
」
が
、

1111
月
２
日
と
３
日
の
２
日
間
に

月
２
日
と
３
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
田
川
体
育
館
で
は
、
文
化

　

野
田
川
体
育
館
で
は
、
文
化

団
体
や
個
人
、
中
学
校
、
高
校

団
体
や
個
人
、
中
学
校
、
高
校

な
ど
に
よ
る
写
真
、
絵
画
、
書

な
ど
に
よ
る
写
真
、
絵
画
、
書

道
、
盆
栽
、
手
芸
な
ど
の
作
品

道
、
盆
栽
、
手
芸
な
ど
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
２

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
２

日
に
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
で
行

日
に
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
で
行

わ
れ
、
コ
ー
ラ
ス
や
民
踊
、
大

わ
れ
、
コ
ー
ラ
ス
や
民
踊
、
大

正
琴
、
管
楽
器
演
奏
、
マ
ジ
ッ

正
琴
、
管
楽
器
演
奏
、
マ
ジ
ッ

ク
な
ど
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

ク
な
ど
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

表
。
今
年
は
、「
加
悦
下
之
町

表
。
今
年
は
、「
加
悦
下
之
町

子
供
の
会
」
が
参
加
し
、
４
人

子
供
の
会
」
が
参
加
し
、
４
人

の
子
ど
も
た
ち
が「
花
笠
音
頭
」

の
子
ど
も
た
ち
が「
花
笠
音
頭
」

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場

に
集
ま
っ
た
観
客
ら
は
、
美
し

に
集
ま
っ
た
観
客
ら
は
、
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
し
な
や
か
な

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
し
な
や
か
な

踊
り
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

踊
り
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
た
。

【
写
真
特
集
】
文
化
の
秋

①与謝野児童合唱団エンゼルハーモニー　②生田流正派琇邦会　③ライリッ
シュ・オカリナ・ＹＹ　④加悦中・江陽中・橋立中吹奏楽部　⑤レディースエコー
⑥岩滝豊美会　⑦野田川太極拳教室　⑧民踊すみれ会　⑨野田川マジック同好会
⑩加悦下之町子供の会　⑪ウインドオーケストラ与謝

①③

⑩

⑦

⑨

⑥

⑪

⑧

④⑤

②

⑬

⑬俳句短冊の展示
⑭⑯絵画の展示
⑮江戸時代（石川区）の古地図展示
⑰書・ 墨彩画の展示

⑰

⑯

⑮

⑭

　　

1111
月
５
日
、
子
ど
も
た
ち
の

月
５
日
、
子
ど
も
た
ち
の

美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
る
「
与

美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
る
「
与

謝
野
町
小
・
中
学
校
音
楽
フ
ェ

謝
野
町
小
・
中
学
校
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
野
田
川
わ
ー

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
野
田
川
わ
ー

く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で

　

今
年
で
1919
回
目
を
迎
え
た
音

回
目
を
迎
え
た
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
幕
が

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
幕
が

上
が
る
前
か
ら
会
場
に
活
気
が

上
が
る
前
か
ら
会
場
に
活
気
が

満
ち
て
い
ま
し
た
。
与
謝
野
町

満
ち
て
い
ま
し
た
。
与
謝
野
町

歌
の
全
員
合
唱
か
ら
ス
タ
ー
ト

歌
の
全
員
合
唱
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
後
、
石
川
小
、
三
河

し
、
そ
の
後
、
石
川
小
、
三
河

内
小
、
岩
滝
小
、
橋
立
中
の
順

内
小
、
岩
滝
小
、
橋
立
中
の
順

に
児
童
・
生
徒
た
ち
が
元
気
で

に
児
童
・
生
徒
た
ち
が
元
気
で

明
る
い
歌
声
を
披
露
。
石
川
小

明
る
い
歌
声
を
披
露
。
石
川
小

の
合
唱
「
世
界
を
旅
す
る
音
楽

の
合
唱
「
世
界
を
旅
す
る
音
楽

室
」
で
は
、「
出
発
だ
！
」
と

室
」
で
は
、「
出
発
だ
！
」
と

い
う
歌
詞
で
力
強
く
拳
を
上
げ

い
う
歌
詞
で
力
強
く
拳
を
上
げ

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

観
覧
席
で
見
守
る
保
護
者
か

　

観
覧
席
で
見
守
る
保
護
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
る

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
自
信
に
満

と
、
子
ど
も
た
ち
は
自
信
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
表
情
を
見
せ
て
い

ち
あ
ふ
れ
た
表
情
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

令
和
７
年
度

与
謝
野
町Music festival

①石川小学校（４、５年生）
②三河内小学校（４、５年生）
③橋立中学校（３年生）
④岩滝小学校（４、５年生）

※ この記事と写真は、職場体
験に来てくれた江陽中学校２年
の西

に し む ら

村桃
と う

吏
り

（右）さんと吉
よ し

田
だ

ひ
ろ南

な

さん（左）が担当しました

小
・
中
学
校

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルル

①

④

③

②
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令和９年度から８年間の町政運営の羅針盤となり、10 年後のまちの将
来像を描く計画づくり「第３次与謝野町総合計画」の策定にあたって、
住民の皆さんからの多様なご意見を募集し、計画策定の基礎資料とする
ことを目的に、無作為に選んだ 2,000 人の方を対象にアンケートを実
施しました。調査結果の主な項目を紹介します。

56.9％

与謝野町がこれまで進めてきたまちづくりの満足度

× 不満・やや不満 BEST 5

○ 満足・やや満足 BEST 5

これから進めるまちづくりにおいての重要度

問　企画財政課 ☎ 43-9015

アンケートアンケートのの調査調査概要概要とと回答者内訳回答者内訳

● 調査対象
● 調査方法
● 期　　間
● 回答状況

15 歳以上の町民の方から 2,000 人を無作為に抽出
郵送による配布および回収（オンライン回答可）
令和７年８月 25 日（月）～９月５日（金）

【回答数】645 件（うち、インターネット回答 79 件）
【回答率】32.3％
※ 前回の令和６年度調査 …【回答数】651 件【回答率】32.6％

ご回答ありがとう
ございました

第
３
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
策
定
に
関
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

未回答
1.6％

性別 女性
52.4％

男性
46.0％ 年齢

70 歳以上
36.6％

60 歳代
26.0％

50 歳代
16.3％

40 歳代
10.4％

39 歳以下
10.6％

安心・安全に暮らせる地域づくり 28.3％

22.0％快適で暮らしやすい生活環境づくり

21.4％健康・福祉を支える人財の育成と確保

新たな命の誕生を応援 20.4％

元気な体づくりの推進 20.3％

まちの魅力を活かした観光振興

商工業の振興

まちの魅力を活かした移住・定住の促進

未来を見据えた行財政運営

魅力ある働く場の創出

37.3％

36.9％

31.8％

36.1％

こ れから進めるまちづくりにおいての重要度の１位は「魅力ある働く場の創出」で、次いで「健康・福祉
を支える人財の育成と確保」となっており、昨年の８位から２位に上がっています。一方、15 歳から

39 歳以下では、「新たな命の誕生を応援」「親子の笑顔の暮らしを応援」「地域ぐるみの子育て力の向上」といっ
た子育てに関する施策が上位３位を占めています。

▶▶▶ 全世代では「魅力ある働く場の創出」が１位　― 子育て施策の重要度も高い結果に ―

調査結果の詳細は、
町ホームページに公
開しています。

与謝野町のまちづくりに参加したことがある

参 加したことのある活動の中
では、「地域の花いっぱい

運動や清掃・美化活動」が最も多
く 22.5％、次いで「地域の交通
安全や防災・防犯活動」19.8％、

「子どもや青少年の健全育成活動」
14.7％となっています。一方で、

「特にない」が 40.0％と「地域の
花いっぱい運動や清掃・美化活動」
よりも多くなっています。
　また、地域のまちづくりに参加
しなかった（できなかった）理由
としては、「地域のまちづくりに
は興味があるが、日々の生活の中
で時間がとれない」が 35.7％と
最も多くなっており、次いで「ま
ちづくりには興味がない（住民に
よるまちづくりは必要とは思う
が、自分以外のだれかが参加し進
めていけば良いことである）」が
18.6％となっています。

森林や河川など
自然環境の保全活動 12.4％

地域の交通安全や
防災・防犯活動 19.8％

スポーツ活動の
指導・支援 10.7％

文化・芸術活動の
指導・支援 5.7％

子どもや青少年の
健全育成活動 14.7％

リサイクル活動や
省資源活動 14.4％

歴史や伝統行事などを
守り育てる活動 10.1％

育児ボランティアなど、
子育て支援活動 3.9％

高齢者や障害者を
介助・支援する活動 8.8％

町の各種審議会・
委員会等への参画 8.1％

特にない 40.0％

地域の花いっぱい
運動や清掃・美化
活動

22.5％

73.6％魅力ある働く場の創出
73.2％　健康・福祉を支える人財の育成と確保　健康・福祉を支える人財の育成と確保

69.7％誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進誰もが安心していきいきと暮らし続けられる地域づくりの推進

71.0％安心・安全に暮らせる地域づくり安心・安全に暮らせる地域づくり

72.1％新たな命の誕生を応援新たな命の誕生を応援

　元気な体づくりの推進　元気な体づくりの推進 63.3％

　未来を見据えた行財政運営　未来を見据えた行財政運営 67.9％

　親子の笑顔の暮らしを応援　親子の笑顔の暮らしを応援 68.3％

　地域ぐるみの子育て力の向上　地域ぐるみの子育て力の向上 68.4％

　快適で暮らしやすい生活環境づくり　快適で暮らしやすい生活環境づくり 68.4％

与
謝
野
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
」
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人人よさの
Vol.62

与
謝
野
町
か
ら
２
人
目
の
プ
ロ
野
球
選
手
へ

斎
藤 

佳
紳
さ
ん
【
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
】

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
所
属

と
、
強
豪
校
で
あ
る
「
近
畿
大
学
泉
州
高

と
、
強
豪
校
で
あ
る
「
近
畿
大
学
泉
州
高

校
（
岸
和
田
市
）」
に
進
学
。
１
年
の
秋

校
（
岸
和
田
市
）」
に
進
学
。
１
年
の
秋

か
ら
ベ
ン
チ
入
り
を
果
た
す
も
、
甲
子
園

か
ら
ベ
ン
チ
入
り
を
果
た
す
も
、
甲
子
園

出
場
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
天
理
大
学

出
場
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
天
理
大
学
で
も
で
も

野
球
を
続
け
、
１
年
の
春
か
ら
ベ
ン
チ
入

し
、
秋
に
は
先
発
初
勝
利
を
収
め
た
が
、

２
年
次
に
周
囲
の
反
対
を
説
得
し
中
退
。

「
２
年
後
の
ド
ラ
フ
ト
指
名
」
を
目
標
に

掲
げ
、
２
０
２
３
年
、
毎
年
プ
ロ
野
球
選

手
を
輩
出
し
て
い
る
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド

リ
ー
グ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
に
加
盟
す
る
徳
島
イ
ン

デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
に
入
団
。
１
年
目
か
ら

救
援
と
先
発
で
活
躍
す
る
も
、
期
限
と
し

て
い
た
２
年
間
で
プ
ロ
野
球
入
り
を
果
た

せ
ず
、
夢
を
諦
め
か
け
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
と
き
、「
家
族
が
も
う
一
度
背
中
を

押
し
て
く
れ
た
」と
、再
び
夢
を
追
う
チ
ャ

ン
ス
を
手
に
し
た
。

　
「
プ
ロ
野
球
入
り
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
。

ダ
メ
だ
っ
た
ら
独
立
リ
ー
グ
を
や
め
る
」

と
覚
悟
を
決
め
て
挑
ん
だ
今
シ
ー
ズ
ン
。

９
月
に
は
自
己
最
速
と
な
る
１
５
５
キ
ロ

を
計
測
し
、
先
発
と
救
援
で
活
躍
。
最
優

秀
防
御
率
と
最
多
勝
の
２
冠
に
輝
い
た
。

さいとう・けいしん

ア
ニ
メ
「
メ
ジ
ャ
ー
」
の
茂
野
吾
郎

が
好
き
で
、
小
学
２
年
生
か
ら
岩

滝
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
で
野
球
を
始
め
た
斎

藤
さ
ん
。「
父
親
が
厳
し
く
、
小
さ
い
こ

ろ
は
野
球
が
嫌
い
だ
っ
た
」
と
当
時
の
気

持
ち
を
振
り
返
る
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
３

年
生
か
ら
投
手
を
任
さ
れ
、
恵
ま
れ
た
体

格
か
ら
放
た
れ
る
力
強
い
投
球
で
チ
ー
ム

を
牽
引
。
思
い
出
は
、
全
国
大
会
出
場
を

か
け
た
最
後
の
大
会
。
迎
え
た
決
勝
は
投

手
戦
と
な
り
、
０
対
０
ま
ま
抽
選
負
け
と

い
う
結
果
に
悔
し
涙
を
流
し
た
。

　
橋
立
中
学
校
で
は
、
硬
式
野
球
「
京
都

丹
後
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
」
に
入
団
。
高
校
で

は
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
野
球
を
し
た
い

2003 年 3 月 16 日生まれ、与謝野町岩滝出身の
22 歳。小２から岩滝少年野球クラブで野球を始め、
中学では京丹後リトルシニアに入団。近畿大学泉州
高校では１年生の夏からベンチ入り。天理大学に進
学するも２年次に退学。2023 年に独立リーグ四国
アイランドリーグ plus の徳島インディゴソックス

そ
し
て
迎
え
た
運

そ
し
て
迎
え
た
運
命
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
当

命
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
当

日
―
―
。
指
名
の
瞬
間
を
振
り
返
り
、「
う

日
―
―
。
指
名
の
瞬
間
を
振
り
返
り
、「
う

れ
し
く
て
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
」
と
喜

れ
し
く
て
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
」
と
喜

び
を
語
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て

び
を
語
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
れ
た
家
族
や
仲
間
、
指
導
者
に
感
謝
の

思
い
が
込
み
上
げ
、
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て

こ
そ
の
指
名
だ
っ
た
と
語
っ
た
。

　
地
元
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
、
糸
井
嘉
男

さ
ん
に
続
く
２
人
目
の
プ
ロ
野
球
選
手
へ

―
―
。
斎
藤
さ
ん
は
「
糸
井
さ
ん
が
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
と
い
う
姿
を
見
せ
て
く
れ

た
。次
は
僕
が
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
番
」

と
語
り
、「
夢
を
諦
め
ず
、
努
力
す
る
こ

と
が
大
事
。
た
く
さ
ん
練
習
を
重
ね
て
ほ

し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
手
に
し
た
プ
ロ
野

球
入
り
。「
１
日
で
も
早
く
支
配
下
登
録

を
果
た
し
、
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
た

い
」
と
力
強
く
意
気
込
む
。
地
元
の
方
々

の
夢
と
期
待
を
背
に
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る

新
た
な
挑
戦
。
与
謝
野
町
で
野
球
を
始
め

た
若
き
右
腕
が
、
プ
ロ
野
球
と
い
う
舞
台

で
気
迫
を
前
面
に
押
し
出
し
、
打
者
を
圧

倒
す
る
姿
が
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。

　

10
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議

２
０
２
５
」
で
、
与
謝
野
町
岩
滝
出
身
の
斎
藤
佳
紳
さ

ん
が
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
育
成
ド
ラ
フ
ト
３

位
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
な
ど
で
活

躍
し
、「
超
人
」
と
称
さ
れ
た
糸い

と

井い

嘉よ
し

男お

さ
ん
以
来
、

町
内
か
ら
２
人
目
と
な
る
プ
ロ
野
球
選
手
の
誕
生
に
、

祝
福
と
喜
び
の
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

※ この記事は、10 月 26 日に取材した内容をもとに作成しています

に入団し、2025 シーズンでベストナイ
ンを獲得。
１メートル 81、89 キロ、右投げ左打ち。

力投する斎藤投手（提供：徳島インディゴソックス）

全国３位！ 銀メダル獲得！

堀
ほ り

 大
た い

志
し

さん（宮津天橋高校宮津学舎３年／江陽中出身）

JOC ジュニアオリンピックカップ
第 19 回 U18 陸上競技大会

一昨年の三段跳に続き、２回
目となる JOC に出場した堀
さん。「助走と踏み切りがう
まくいった」と振り返るよう
に、雨の降るコンディション
の中、最後の試技で自己記録
に迫る７m17 を跳び、見事、

３位に輝きました。「緊張もあったが最後まで楽し
んで跳べた。この結果は支えてくれた家族や先生、
仲間のおかげです」と笑顔で語ってくれました。

男子走幅跳 第３位（７m17）
10/17 ～ 19 三重交通 G スポーツの杜伊勢陸上競技場（三重県）

【スポーツ・芸術で活躍するよさの人たち 2025　― Vol.04 ―】

今月号では、この秋に全国を舞台に活躍した３人の「よさの人」
を紹介します。「ジュニアオリンピックカップ」に出場し走幅跳
で３位に輝いた堀さん、「第 24 回全国障害者スポーツ大会」の
陸上競技で銀メダルを獲得した川戸さん、「全国健康福祉祭ぎふ
大会 2025」に京都府選手団としてマラソンに出場した衣川さん。
それぞれの活躍をご紹介します。

スポーツの秋 全国で輝いたよさの人たち

　５月から全国大会に向け
てコツコツと練習を積み重
ねてきた川戸さん。初めて
の全国大会では、立幅跳、
50m、4 × 100m リレー（第
1 走者）の 3 種目に出場し

ました。中でも、立幅跳では自己記録を更新する
１m98 の跳躍で見事、銀メダルを獲得しました。

「目標としていたメダルを取ることができて、よ
かったです」と、充実した表情を見せました。

第 24 回 全国障害者スポーツ大会
「わた SHIGA 輝く障スポ」
陸上競技（立幅跳 第２位、50 ｍ 、４× 100 ｍリレー 出場）
10/25 ～ 27 平和堂 HATO スタジアム（滋賀県）

川
か わ

戸
と

 紫
し ょ う か

桜花さん （与謝の海支援学校 高等部）

衣
き ぬ が わ

川 静
し ず

雄
お

さん（三河内）

第 37 回全国健康福祉祭ぎふ大会
（愛称：ねんりんぴっく岐阜 2025）

　登山をきっかけにランニ
ングを始め、旧野田川町駅
伝などで活躍してきた衣川
さんは、77 歳になった今
でも、週に３回程度のラ
ンニングを日課にしていま

す。３年ぶり２度目のねんりんピックでは、「同
じ年代でも速い人がいる」と振り返ります。「走
ることがつらいと思うときもあるが、何事も
続けることが大切」と語ってくれました。

マラソン５km（男子 70 歳以上） 出場
10/18 ～ 21 木曽三川公園特設会場（岐阜県）

長島広明さん、

高校３冠を達成！
　宮津天橋高校加悦谷学舎２年の長

ながしまこうめい

島広明さ
ん（江陽中出身）が、10 月に滋賀県で開催
された「第 79 回国民スポーツ大会」のウエ
イトリフティング競技で優勝し、高校選抜大
会、全国高校総体（インターハイ）に続いて
“高校３冠” を達成しました。
　本大会では、スナッチ、クリーン＆ジャー
ク、トータルのすべてで大会記録を更新する
圧倒的な実力を見せつけ、完全優勝を果たし
ました。世界を見据える長島さんの今後の活
躍に、ぜひご注目ください！

長
島
教
育
長
か
ら
激
励
を
受
け

る
川
戸
さ
ん
（
左
）
と
堀
さ
ん

（
中
央
）
／
10
月
14
日
撮
影

※ 写真はご本人提供
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編曲された三河内小学校の校歌を合唱する児童たち

● 三河内小学校創立 150 周年記念事業

地域とともに歩んだ 150 年

　三河内小学校の創立 150 周年を記念
する行事が同校の体育館で開催され、

児童や地域住民ら約 170 人が参加し、節目を
祝いました。
　同校は明治８（1875）年に、個人の家屋を
学び舎として「三河内尋常小学校」として創設。
現在の校舎は、昭和 49（1974）年に建て替え
られた４代目にあたります。明治 41（1908）
年には火災で重要書類が焼失し、当時の卒業
生などの記録が不明となりましたが、明治 42

（1909）年度から令和６（2024）年度までに、
延べ 4,323 人が巣立ちました。
　第１部では、児童たちが歴代の卒業生に行っ
たインタビューの発表、学校や地域にまつわる
クイズを実施。さらに、卒業生の後

ご

藤
と う

昌
ま さ の り

典さん
が編曲した 150 周年記念バージョンの校歌を
合唱し、三河内曳

ひ き や ま

山祭のリズムなどを取り入れ
た歌声に、会場から大きな拍手が起こりました。
第２部では、卒業生やゆかりのある方々による
ミニ演奏会、学校運営協議会委員による同校の
思い出を振り返るスライドショーが行われるな
ど、150 年の歴史に感謝し、新たな一歩を踏
み出す記念の日となりました。

25
10

創立 150 周年の人文字（写真：三河内小学校学校運営協議会提供）

かんな削り体験の様子

● 第３回丹後 WOOD FESTIVAL

地元木材の温もりに触れる木育体験

　丹後の森や木材の魅力を伝える「第
３ 回 丹 後 WOOD FESTIVAL」 が、26

10

準備体操に取り組む児童たち

● アスリートスポーツコース・スポーツ交流

元気いっぱいスポーツ交流！

　宮津天橋高校加悦谷学舎アスリート
スポーツコースの３年生８人が、岩滝29

10

阿蘇シーサイドパークで開催されました。
　会場には、イベントの趣旨にそった丹後産の
木材や食材を取り入れたブースが出店。よさの
作事組のブースでは、子どもたちが小さな家づ
くりに挑戦し、大工から教わりながらほぞを差
し込み、ビス止めをするなど、真剣な表情で家
屋の骨組みを完成させていました。

小学校の児童たちに楽しくトレーニングを指導
しました。
　当日は、元気いっぱいに挑戦する児童たちと、
優しく寄り添いながら指導を行う生徒たちの姿
が見られ、会場は終始明るい雰囲気に包まれて
いました。生徒たちは、自らの学びを生かし、
地域社会に貢献する貴重な経験となりました。

１区から２区へのたすき渡しをする岩滝小と加悦小Ａ 

● 第７回阿蘇・天橋立小学生駅伝競走大会

仲間のおもいをたすきに込めて

　宮津・与謝地方の小学校が出場する
「第 7 回阿蘇・天橋立小学生駅伝競走

大会」が、阿蘇シーサイドパークで開催されま
した。
　大会には 13 校から 14 チームが出場し、5
区間で競い合いました。1 区の接戦を制した岩
滝小学校が、一度も先頭を譲ることなくゴール
まで駆け抜け、見事、優勝を果たしました。選
手たちはコース沿いから響く仲間や保護者から
の大きな声援を力に変えて、最後まで懸命にた
すきをつなぎました。

12
11

まちの  話題話題  お届けします

制作した防火看板の前で記念撮影する橋中の生徒と消防署員の皆さん

● 【宮津与謝消防組合】橋立中学校へ感謝状贈呈

火災ゼロのまちをめざして

　宮津与謝消防署の防火看板を制作し
た橋立中学校美術部の皆さんに、同署

の平
ひ ら い し

石署長から感謝状が贈呈されました。
　今年度が防火看板の更新となっており、今回、
制作を初めて地元の学校に依頼。生徒たちはそ
れぞれが出し合った意見をまとめ、龍が口から
水を吹き出して火を消す様子を描きました。平
石署長は「今年は火災が多いので、火災予防に
つながってほしい」と話してくれました。

6
11平成 23 年 11 月に実施した岩滝大名行列の様子

「岩滝大名行列の展示」の開催

岩滝大名行列の備品、当時の写真や映像などを、
以下のとおり展示します。皆さんぜひ足をお運
びください。

● 日時

● 会場

12月 18日㊍ ～21日㊐
午前９時～午後５時
生涯学習センター 知遊館

EVENT INFORMATION

スタートの合図とともに一斉に走り出す参加チーム

● よさの４時間三輪車耐久レース

町内の事業所が初代チャンピオンに

　初開催となる「よさの４時間耐久三
輪車レース」が阿蘇シーサイドパーク2

11

で開催され、町内の事業所や団体など、町内外
から 17 チームが出場しました。
　自作の三輪車をこいで４人１組で交代しなが
ら４時間走り続け、周回数を競うレース。懸命
に三輪車をこぐ姿に、チームメイトや観戦者か
ら大きな声援が送られ、会場は終始にぎわいを
見せていました。
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食改食改さんのさんの
おうちごはんおうちごはん

‐第‐第 55 回 ‐回 ‐

Let's cook!
今 月の食改さんのおうちごはんは、丹後保健所管内

で作成された「伝えたいたんごの味 郷土食簡単レ

問　保健課
　　☎ 43-9022

シピ集」の中から、
「水菜の生春巻き」
と「さつまいもの
サラダ」を紹介し
ます。

食生活改善推進員協議会岩滝支部のお二人

今
晩
の
食
卓
に
ぜ
ひ
！※ 与謝野町有線テ

レビでも放送してい
ます

2

水菜の生春巻き

・ライスペーパー …
・レタス ……………
・水菜 ………………
・大根 ………………
・豚薄切り肉 ………
・かにかまぼこ ……

 ４枚
 ２枚
 ２株
 ５㎝くらい（150g）
 100g
 ２本

水菜の旬は11
月から２月ご
ろで、寒い時

期に味がよくなります。サラ
ダのように生で食べても、鍋
や煮物にして火を通して食べ
てもおいしい食材です。

・コチュジャン 
　… 大さじ１（21g）
・マヨネーズ 
　… 大さじ１（12g）
・砂糖 
　… 小さじ１/ ２（1.5g）

レタスは１㎝の幅に切り、水菜は４㎝の長さに切ります。
大根は細切りにし、かにかまぼこは半分に割きます。

①

豚肉は湯通しして、１㎝の幅に切ります。
大きめのボウルに水を入れ、ライスペーパー１枚をさっと水にくぐらせ、皿の上
に広げます。切った材料をのせ、手前から１周巻き、左右を折りたたみ、最後に
かにかまぼこをのせ、透けて見えるように巻き込みます。
コチュジャン、マヨネーズ、砂糖を混ぜ合わせてソースを作ればできあがりです。

②
③

④

秋が旬のさつまいもは、食物
繊維やビタミンCが豊富で

す。煮物やお汁の具など、さまざまな料理に
使うことができますが、今回のようにサラダ
にしてもおいしくいただくことができます。

2
・さつまいも ……
・にんじん ………
・ブロッコリー …

60g
25g
25g

さつまいものサラダ

・干しぶどう …
・ マヨネーズ …
・塩こしょう …

15g
大さじ２（24g）
少々

皮をむいたさつまいもを１㎝角に切り、水につけて
おきます。
にんじんは皮をむいて１㎝角に切り、ブロッコリーも

①

②
同じような大きさに切り、それぞれ軟らかくなるまでゆでます。
干しぶどうは少量の水につけて軟らかくもどし、水気をきって
おきます。
調味料を混ぜて、野菜と干しぶどうを和えたらできあがりです。

③

④

問　企画財政課 ☎ 43-9015

【シリーズ】
みんなでつくる総合計画　― Vol.6 ― ― 10 年後のまちの将来像を描く ―

第３回よさの　　　 会議を開催み いら

11 月９日、元気館において、「第３回よさのみらい会議」を開催。前回に続き、「し
ごとづくり」「くらしづくり」「ひとづくり」の３つのテーマで、まちの 10 年後の未
来について、これまでの対話を踏まえ「10 年後の与謝野町をどう描くか」をより具
体的に考えました。今月号では、その概要をお伝えします。

▶▶▶ 前回の議論から一歩前へ

地 域の産業や事業所をどの
ように広く知ってもらう

かを焦点に、情報発信の方法や、
広報紙・SNS などを活用した
PRのアイデアが出されました。
参加者からカフェ併設の工場見
学の事例が紹介され、個人がで
きることとして、「与謝野町内
の新しいお店に訪れよう」とい
う意見も出されました。
　住民が地域の産業や事業所の
新しい挑戦を応援し、働く人が
誇りを持てる環境や文化を育て
ていくことが、これからの “し
ごとづくり” につながると確認
しました。

家 庭や職場とは別に、気軽
に立ち寄れる “第３の場

所”を作ることの大切さのほか、
多様な人が交流し、学び合え
る場を広げていくために、ICT
活用や柔軟な施設運用の工夫が
必要との意見がありました。ま
た、地域の中で自然に “寄り添
える人” がいることが安心につ
ながるとの声もありました。
　障がいや性の多様性、世代や
立場の違いを超えて、誰もが安
心して暮らせるために、心のバ
リアを取り除き、誰もが意見を
言い合える “オープンな地域”
をめざすことが、共生社会への
第一歩だと確認しました。

しごと づくり分科会

― 地域のしごとを知り、
つながり、応援できるまちへ ―

ひと づくり分科会くらし づくり分科会

― 利用しやすい行政サービス
で安心して暮らせるまちへ ―

― 多様な人がつながり、支え合
うやさしいまちへ ―

●

●

●

町のホームページをもっと見やす
く
町内の企業情報を１ヵ所で見られ
るようにしてほしい
新しい店や取り組みを積極的に利
用したり、参加したりして応援す
る

主な意見

公 共施設のあり方を中心に
対話を行い、役場庁舎は

「ICT※を活用しスモールに」
「スモールになった庁舎を、サ
ポートできる地域の拠点や仕組
みづくりが大切」などの方向性
を共有し、「自分たちにできる
こと」「今からできること」を
話し合いました。
　その他の公共施設について
は、「集約などを受け入れるこ
とも必要だが、人が集まる施設
は充実させる」「跡地には企業
誘致が望ましいが、そのために
まちの魅力の発信・発見が必要」
との声がありました。

●

●

●

ICT 活用で行政サービスを一律に
し、庁舎分散による不便を解消す
るべき
デジタルが苦手な人を支える仕組
みが必要
住民同士での “すき間を埋める”
助け合い

主な意見

●

●

●

当事者の声を直接聞くことが大切
公民館などで気軽に話せたり集ま
れたりできる機会を増やしたい

「寄り添う人」「つなぐ人」を育て
る仕組みが必要

主な意見

※ Information and Communication Technology（情報通信技術）の略
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地域と連携した活動を実施しています
第４分団（石川）では、地域の安心・安全を守
るため、日々さまざまな活動に取り組んでいま
す。地域の皆さんの温かいご支援をいただきな
がら、団員一人ひとりが使命感をもって活動を
しています。今回は、私たちの活動についてご
紹介します。

町長査閲で小型ポンプ操法を披露する４分団（７月６日撮影）

火災予防の広報活動1
毎週、担当班を決め、消防車両による防火広
報をしています。新たな取り組みとして、地
域の小学生に協力していただき広報音声を録
音し、防火広報に活用しています。

防火広報用の音声を録音する小学生 ▶

石川小学校と PTA の皆さんと一緒に、防
火意識を高める行事を実施しました。宮津
与謝消防署の講演、親子による水消火器体
験、実際の火災を想定した消防署への連絡、
火災想定訓練の見学を通して、火災予防に
ついて考えていただけるきっかけをつくる
ことができました。

２. 地元小学校で消火器体験と
２. 火災想定訓練などを実施

地域との連携2

のだがわ第２こども園の夏祭りの１コー
ナーとして、第３分団（山田）と一緒に消
防車両を展示。スタンプラリーの一つに加
えていただき、たくさんの園児や保護者の
皆さんに消防車両や消防団を知っていただ
きました。

１. こども園の夏祭りで
１. 消防車両を展示

① 消防車両の展示
② 親子で水消火器体験
③ 火災想定訓練

①

③

② 第４分団では、一緒に消防団活動をしていただ
ける仲間を募集中です。消防団活動ってどんな
んやろ？　地域防災に興味はあるけどどうした
らよいんやろ？　子どもにちょっとよい姿を見
せようかな？　など、少しでも気になったら防
災危機管理対策室（☎ 43-9011）までご連絡く
ださい。一緒に地域防災活動をしましょう！

消防団員の募集！

編集 ● 第４分団がんばってます！消防団
認知症
コラム

住み慣れた地域で
安心して暮らしていけるように

【第８弾】
「認知症カフェ」って

どんなところ？

　

こ
ん
に
ち
は
、
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
で
す
。
今
月
号
は
、
町
内
各

地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
認
知
症

カ
フ
ェ
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、
認
知
症

の
方
や
ご
家
族
、
地
域
の
方
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場

所
で
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
話
し
た
り
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や

心
配
ご
と
を
相
談
し
た
り
、
笑
顔
で

過
ご
せ
る
ひ
と
と
き
を
み
ん
な
で
つ

く
り
ま
す
。

問　地域包括支援センター（福祉課内） ☎ 43-9021

お
互
い
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
で
す

認
知
症
の
方
や
ご
家
族

ご
近
所
に
認
知
症
の
方
が
い
て
、

話
を
聞
い
て
み
た
い
方

介
護
の
こ
と
を
知
り
た
い
方

地
域
で
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考

え
た
い
方

●●●●

●

介
護
や
医
療
の
専
門
職
に
気
軽
に

相
談

　

参
加
は
自
由
で
、「
ち
ょ
っ
と
話

し
て
み
た
い
」「
の
ぞ
い
て
み
た
い
」

で
も
大
歓
迎
。
カ
フ
ェ
に
よ
っ
て
は

予
約
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

●●● こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

の
交
流
や
、
ご
家
族
同
士
の
交
流

を
通
し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

認
知
症
や
介
護
に
つ
い
て
の
わ
か

り
や
す
い
お
話

音
楽
や
体
操
、
手
づ
く
り
活
動
な

ど
の
楽
し
い

時
間

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
な
ら
な
く

て
も
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
に
な
る
よ
う
、
地
域
み
ん
な

で
支
え
合
え
る
つ
な
が
り
を
認
知
症

カ
フ
ェ
か
ら
広
げ
て
い
き
ま
す
。

め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、事
前
確
認
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・みんなのうちサロン
☎ 44-1712

・桑飼シルクカフェ
☎ 42-0051

加悦エリア

・あわしまサロン、いしかわサロン、
てらのカフェ　☎ 44-2030

・なごみカフェ　☎ 44-0700
・オレンジひまわりの会卓球例会
・☎ 080-6118-8187（佐藤）
・茶ポートい輪や　☎ 43-0140

野田川エリア

・ひよりカフェ　☎ 46-5339
・岩滝カフェ　☎ 46-1150
・しずカフェ　☎ 47-9856
・らんらんロード　☎ 43-9021

岩滝エリア詳細は各認知症カフェ
または地域包括支援セ
ンターへ、お問い合わ
せください

※

町ホームページ
（認知症カフェ）

与謝野町内の「認知症カフェ」
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　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）
※ 令和８年１月 12 日（祝）は本館・加悦分室は休館、野田川分室は開館しています。祝日と休館日が重なる場合は、休館日
となりますのでご注意ください。休館日と重ならない祝日は、平常どおり開館しています

これからクリスマスや年末年始と贈り物の機会が多い時期を迎えますね。今月は贈
り物に関する本をご紹介します。贈り物

『思いがけない贈り物』
エヴァ・ヘラー、ミヒャエル・ゾーヴァ、平野卿子／講談社

クリスマスイブの夜、仕事
を終えたサンタクロースの
手もとに一つの人形が残り
ました。誰かに渡し忘れた
のかと調べてもわかりませ
ん。サンタは思いあたる子
どもを尋ねてみることにし
たのですが…。人形は待っ
ている子どもの元へたどり
着けるのでしょうか？　

『Presents』
角田光代、松尾たいこ／双葉社

プレゼントにまつわる12
のストーリーは、日常の
中でのふとした出来事を
描き、読者の心を温めて
くれます。また、あたた
かいタッチのカラフルな
表紙や挿絵に彩られた装
丁も魅力的。読者にとっ
てはこの本自体がプレゼ
ントとも言える１冊。

『賢者のおくりもの』
オー・ヘンリー、いもと ようこ／金の星社

クリスマスの前日、妻は
夫へのプレゼントを買う
ために、自慢だった栗色
の長く美しい髪を売りま
す。一方で、夫が妻への
プレゼントのためにした
こととは？ “相手を思う
最高の贈りもの” を贈り
あう夫婦のお話を描いた
鮮やかで美しい絵本。

【加 悦 分 室】12 月 13 日（土）
【本 館】12 月 14 日（日）
※ いずれも午前 10 時 30 分～

クリスマスおはなし会

【本　　館】令和８年１月 10 日（土）
【加悦分室】令和８年１月 10 日（土）
※ いずれも午前 10 時 30 分～

おはなし会

「クリスマスおはなし会＆おはなし会」の開催
～ 読み聞かせボランティアの皆さんが、楽しいお話をしてくれます ～

『ふろしき入門　包み方結び方』
森田知都子／主婦と生活社

贈り物に欠かせない風呂
敷。風呂敷に包まれてい
ると特別な贈りものに見
えます。この本は「現
代生活にいかす風呂敷」
をテーマに、すいか包
みやインスタントバッ
グ、クッション包みなど、
63 通りの風呂敷の使い
方を紹介した１冊。

A LT リレーコラム  　［第 147 回　初めまして  by ゴメス・ライアン］

め
ま
し
て
、
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
ラ
イ
ア
ン
と
申
し
ま
す
。

日
本
に
来
て
か
ら
４
ヵ
月
し
か
経
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
与
謝
野
町
の
皆
さ

ん
が
優
し
く
親
切
に
し
て
く
だ
さ

り
、
温
か
さ
を
感
じ
て
、
心
か
ら
感

動
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、こ
こ
で
問
題
で
す
。
私
は
、

ど
こ
か
ら
来
た
で
し
ょ
う
か
？　
私

と
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
も
う
ご

存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
、

少
し
私
の
故
郷
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

初

　

私
の
出
身
は
、
皆
さ
ん
が
よ
く

知
っ
て
い
る
「
ア
メ
リ
カ
」
で
す

が
、
日
本
に
来
て
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
誰

も
が
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
が
、
50
州
す
べ
て
を
知
っ
て
い

る
方
は
あ
ま
り
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
約
25
倍

の
大
き
さ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の

皆
さ
ん
が
「
沖
縄
と
い
え
ば
海
」、

と
い
う
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
も

「
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
と
い

え
ば
山
」
の
よ
う
に
、
各
州
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
景
色
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
私
が
育
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の

東
側
に
あ
る
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
地
名

に
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ

と
？
」
と
考
え
る
方
も
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

は
ア
メ
リ
カ
の
東
側
に
あ
っ
て
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
ロ
ー
ド
ア

イ
ラ
ン
ド
州
、
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
州
、
メ
イ
ン
州
、
バ
ー
モ
ン

ト
州
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
６
州
か

ら
な
る
地
域
で
す
。
な
ぜ
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
と

い
う
と
、
17
世
紀
に
こ
の
地
に
行
っ

た
イ
ギ
リ
ス
の
開
拓
者
が
、「
新
し

い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
意
味
で

「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
い
う

名
前
を
つ
け
た
か
ら
で
す
。
こ
の
地

域
は
、よ
く
「
ア
メ
リ
カ
の
始
ま
り
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
と

て
も
興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。
興
味

を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
調
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
ま
で
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
話
ば
か
り
し
て
い
て
、
私
が
ア
メ

リ
カ
の
ど
こ
か
ら
来
た
か
に
つ
い

て
、
ま
だ
お
伝
え
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
ね
。
私
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
あ
る
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
か
ら
来
ま
し
た
。

「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
」、
言
い
に

く
い
と
思
っ
た
方
も
ご
心
配
な
く
。

ア
メ
リ
カ
人
の
私
で
も
、
英
語
で
書

く
と
き
の
綴
り
も
難
し
く
、
と
て
も

難
し
い
名
前
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
東
南
に
あ

る
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
と
い
う

市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ベ
ッ

ド
フ
ォ
ー
ド
は
、
禁
止
と
な
る
前
ま

で
は
捕
鯨
で
有
名
で
、
深
い
歴
史
を

持
っ
て
い
る
市
で
す
。
そ
の
歴
史
す

ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
港

COLUMN

べ
て
を
説
明
す
る
と
長
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
今
回
は
市
に
つ
い
て
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
か
ら
一
つ
だ
け
紹

介
し
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
た
初
め
て
の

日
本
人
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ど
こ
に
住

ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
か
？　

そ

う
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
日
本
人
は
「
中
濱
万

次
郎
」
と
い
う
方
で
す
。
日
本
の
皆

さ
ん
に
は
、「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
」
と

い
う
呼
び
名
で
知
ら
れ
て
い
る
方
で

す
。
彼
は
捕
鯨
船
に
乗
っ
て
い
て
、

１
８
４
１
年
に
そ
の
船
が
遭
難
し
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
あ
る
フ
ェ

ア
ヘ
ブ
ン
町
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、そ
こ
で
友
だ
ち
が
で
き
て
、

ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
に
住
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
英
語
を
勉
強
し

た
り
差
別
に
立
ち
向
か
っ
た
り
し
た

彼
は
、
後
に
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー

ド
に
博
物
館
が
建
て
ら
れ
る
ほ
ど
の

偉
大
な
方
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
少
し
私

の
故
郷
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
読
ん
で
く

だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

ま
す
。
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折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
見
て
、
高
齢

者
の
生
活
支
援
な

ど
を
し
て
く
れ
る

事
業
者
と
契
約
を

し
た
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
身
元

保
証
、
生
活
支
援
、
葬
送
支
援

で
、
代
金
は
約
１
９
０
万
円

だ
っ
た
。勧
誘
時
に「
１
９
０
万

円
以
外
に
お
金
は
い
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
代
金
が
支
払
わ

れ
る
と
い
う
認
識
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
と
そ
の
都
度
代
金
を
請

求
さ
れ
た
た
め
、
解
約
を
申
し

出
る
と
半
分
し
か
返
せ
な
い
と

言
わ
れ
た
。

事　例ひ
と
こ
と
助
言

● 

高
齢
者
の
身
元
保
証
や
日

常
生
活
の
支
援
、
死
後
の
事
務

な
ど
行
う
「
高
齢
者
等
終
身
サ

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
事
業

者
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
内
容
や

料
金
体
系
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
契
約
前
に
サ
ー
ビ
ス
内
容

や
支
払
総
額
、
解
約
条
件
な
ど

を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

● 

契
約
内
容
な
ど
が
よ
く
理

解
で
き
な
け
れ
ば
そ
の
場
で
判

断
せ
ず
、
周
囲
の
人
に
相
談
す

る
な
ど
、
十
分
に
検
討
し
ま

し
ょ
う
。
国
の
「
高
齢
者
等
終

身
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な

ど
も
参
考
に
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

● 

自
治
体
が
高
齢
者
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
た
め
、
ま
ず
は

お
住
ま
い
の
地
域
に
つ
い
て
調

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
宮
津
与

謝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

２
２・
２
１
２
７
）、
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
１
８
８
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

― 消費生活 Information ―

高齢者サポートサービスの契約トラブルにご注意ください

　時の贈り物　［第 142 回　古地図にみる明治時代のバイパス道路１]	

治
19
（
１
８
８
６
）
年
作

成
の
石
川
村
の
土
地
絵

図
を
調
査
し
て
い
る
と
、
田
ん
ぼ

の
区
画
を
無
視
し
て
斜
め
に
突
っ

切
る
「
直
線
道
路
」
が
あ
る
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
こ
の
直
線

道
路
は
、明
治
４
～
９（
１
８
７
１

～
１
８
７
６
）
年
作
成
の
石
川
村

明

土
地
絵
図
に
は
描
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
こ
の
道
路
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ

う
か
？　
今
か
ら
１
３
９
年
以
上

前
で
す
の
で
、
日
本
に
は
ま
だ
自

動
車
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
べ
て
い

く
と
、
こ
の
時
期
に
は
京
都
～
宮

津
間
の
道
路
整
備
が
京
都
府
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
馬

石
川
村
の
土
地
絵
図
（
そ
の
１
）

車
（
荷
馬
車
含
む
）

の
安
定
通
行
を
確
保

し
て
、
人
の
移
動
や

物
流
の
大
量
化
・
高

速
化
を
促
し
て
経
済

効
率
を
上
げ
る
こ
と

で
し
た
。

　
農
地
の
一
部
を
割

譲
し
た
明
治
期
の
直

線
道
路
の
敷
設
は
、

農
地
の
確
保
が
最
優

先
事
項
だ
っ
た
江
戸

時
代
に
は
な
か
っ
た

道
路
計
画
の
概
念
で

す
。
こ
の
土
地
絵
図

は
、
明
治
時
代
の
流

通
革
命
の
証
拠
資
料

と
言
え
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

―　

宮
津
与
謝
環
境
組
合　

―

―　

宮
津
与
謝
環
境
組
合　

―

【
令
和
６
年
度
】

【
令
和
６
年
度
】

　

宮
津
与
謝
環
境
組
合

は
、
１
市
２
町
（
宮
津

市
・
伊
根
町
・
与
謝
野
町
）

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を

「
宮
津
与
謝
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
で
、
で
き
る
か

ぎ
り
の
資
源
化
と
減
量
化

を
図
り
な
が
ら
、
ご
み
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
安
定
し
た
ご
み
処
理

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
10
月
21
日

に
「
令
和
７
年
第
２
回
宮

津
与
謝
環
境
組
合
議
会
」

を
開
催
し
、
提
出
し
た
１

議
案
（
令
和
６
年
度
宮
津

与
謝
環
境
組
合
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
）
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

宮
津
与
謝
環
境
組
合
事
務
局

☎ 

４
６
・
２
１
１
１

与謝野町
45.3％宮津市

49.7％

伊根町伊根町
５％５％

決
算
報
告

決
算
報
告

　
ご
み
の
処
理
総
量
は
、
昨
年
度
と
比

較
し
て
５
９
１
ト
ン
減
少
し
て
い
ま

す
。
与
謝
野
町
で
は
２
３
６
ト
ン
減
少

し
、可
燃
ご
み
に
次
い
で
、「
不
燃
ご
み
」

が
19
ト
ン
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数

字
は
、
他
の
市
町
と
比
較
し
て
も
大
き

な
減
少
で
あ
り
、
各
ご
家
庭
で
不
要
と

な
っ
た
品
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
再
使

用
す
る
事
業「
ち
ょ
こ
っ
と
リ
ユ
ー
ス
」

の
効
果
も
あ
り
、
捨
て
る
か
ら
再
利
用

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
皆
さ
ま

の
ご
み
の
減
量
化
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみの種別 宮津市 伊根町 与謝野町 合計

可燃ごみ 4,495 412 3,965 8,872

不燃ごみ 838 82 695 1,615

大型ごみ 146 63 183 392

かん 53 ２ 41 96

ペットボトル 76 ７ 63 146

びん 131 16 105 252

プラスチック製容器 214 25 358 597

紙製容器 49 ３ 69 121

紙パック・ダンボール ９ ０ ０ ９

新聞・雑誌 ５ ０ ０ ５

発砲スチロール ８ １ ９ 18

有害・危険ごみ 13 ２ 14 29

合計 6,037 613 5,502 12,152

（参考）前年度合計 6,366 639 5,738 12,743

【令和６年度】ごみの受け入れ実績　（単位：トン）

【ごみの受け入れ比率】令和６年度一般会計決算額

科目 金額

分担金および
負担金

460,234

使用料および
手数料

18,891

繰越金 29,813

諸収入 91,068

合計 600,006

● 歳入（入ってきたお金／単位：千円）

科目 金額

議会費 145

総務費 42,734

衛生費 533,099

公債費 ０

予備費 ０

合計 575,978

● 歳出（使ったお金／単位：千円）

与謝野町からは分担金として、２億 1,299 万円（前年
度対比 475 万円の増加）を支出しました。

与謝野町は昨年度の 45.0％から 0.3 ポイント増加
しています。

不
燃
ご
み
が
大
き
く
減
少
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● 役場庁舎休業中は、諸証明の発行や公共料金の受け取りはできません。
● 婚姻届や死亡届などの戸籍届は、役場野田川庁舎のみでお預かりできます。

【年末年始】役場庁舎などの業務日程をお知らせします

日付け

施設名

12 月 令和８年１月

26 日
（金）

27 日
（土）

28 日
（日）

29 日
（月）

30 日
（火）

31 日
（水）

１日
（祝）

２日
（金）

３日
（土）

４日
（日）

５日
（月）

６日
（火）

役場庁舎 〇 休 休 休 休 休 休 休 休 休 〇 〇

ごみ収集 〇 〇 休 〇 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇

野田川衛生プラント 〇 休 休 休 休 休 休 休 休 休 〇 〇

クリーンセンター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇

国保診療所 〇 休 休 休 休 休 休 休 休 ※１ 〇 〇

クアハウス岩滝 〇 〇 〇 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇 〇

図書館（本館・分室） 〇 〇 休 休 休 休 休 休 休 休 ※２ ※３

グラウンド・体育館 〇 〇 休 休 休 休 休 休 休 休 〇 〇

※１・・・休日在宅医　　※２・・・野田川分室のみ開館　　※３・・・本館・加悦分室のみ開館

10  月入札結果のお知らせ 問　財産活用・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

入札日 工事・物品等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 期間

10/ ６ 組み立て式応急給水水槽購入 役場野田川
庁舎 １者 株式会社丸正組 ― ― 2,949 ― R7/10/10

～ 8/3/31 【町道】建設課 ☎ 43-9014　　【国・府道】丹後土木事務所施設保全課 ☎ 22-3245

除雪作業に
ご理解とご協力を
お願いします。

除雪作業は、冬の期間の交通を確保する重要な事業です。与謝野町では幹線道路や通学路
などをあらかじめ「除雪路線」として定め、積雪深が15cmを超えた場合に除雪作業を行
います。スムーズな除雪作業を行うため、次の８つのことにご協力をお願いします。

【除雪期間】 12 月１日㊊ ～ 令和８年３月 15 日㊐

. 路上駐車をしないでください1
路上駐車があるとその道路は除雪作業ができません。また、事故や火災が発生した場合に
緊急車両の通行にも支障が生じます。１台の路上駐車が地域全体の迷惑につながりますの
で、地域において「路上駐車をしない」「路上駐車をさせない」の徹底をお願いします。

. 家の出入口の雪は各ご家庭で除雪してください3
除雪車は雪を押しのけるかたちで前進しますので、家の前にどうしても雪がたまります。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いします。

. 消火栓やごみ集積場などの除雪は利用する方でお願いします7
雪に埋もれると危険箇所の確認が十分にできない場合がありますので、各地区で目印
（ポール）を立てるなどのご協力をお願いします。

. 除雪車には絶対に近づかないでください8
除雪車は早朝の暗い時間帯から除雪作業を行っています。また、運転席からの死角も多い
ため、除雪車に近づくことは大変危険ですので、ご注意いただきますようお願いします。

. 道路に雪を出さないでください4
除雪車が除雪した雪や、家の屋根から落ちた雪を道路に出さないようにお願いします。雪を出したことが原因で事故
が発生した場合、雪を出した方に事故の責任が問われる場合があります。

. 水路に雪を捨てないでください5
例年、水路に捨てた雪が原因で、水路の上流や下流の家が浸水する被害が発生しています。

. 立ち木や庭木の枝の剪定や伐採をお願いします6
枝が道路に出たり雪の重みによって枝が道路内に倒れたりすると、除雪車の通行に支障をきたします。

. 家の前の植木鉢やプランターなどを道路から移動させてください2
道路に支障物があると除雪作業に手間がかかるだけでなく、安全性や作業効率が悪くなります。

問

購入店舗と商品券取扱店などの詳細
は、町ホームページからご確認いただ
けます。

使用期限迫る！ ― 12 月 31 日㊌まで ―

2025 与謝野町プレミアム商品券、
もう使いましたか？
　与謝野町では、物価高騰などの影響を受ける町民生活と町
内事業者を支援するため、「与謝野町プレミアム商品券」を
発行しています。１冊１万 2,000 円分の商品券を１万円で
購入できる、お得なプレミアム付き商品券です。
　商品券の使用期限は、12 月 31 日（水）までです。お手
元に商品券が残っている場合は、使い忘れのないようお早め
に町内の登録店舗でご利用ください。また、商品券はまだ一
部在庫があります。数に限りがありますが、お１人様最大５
冊まで購入可能です。

問　産業観光課 ☎ 43-9012

町 政  News & Information
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石川小学校２年生がスイセンの球根を植えました
「人権の花運動」植え付け式を開催 問　住民税務課 ☎ 43-9020

　
10
月
14
日
、
石
川
小
学
校
で
「
人
権

の
花
運
動
」
の
植
え
付
け
式
を
行
い
ま

し
た
。
花
を
育
て
る
こ
と
で
命
の
尊
さ

や
友
だ
ち
と
協
力
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
、
町
内
の
小
学
生
を
対

象
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
同
校
の
２
年
生
16
人
が

参
加
。
児
童
た
ち
は
、
人
権
擁
護
委

員
（
以
下
、
委
員
）
に
よ
る
人
形

劇
で
人
権
に
つ
い
て
学
び
、
身
近
な

人
に
相
談
で
き
な
い
悩
み
を
委
員
さ

ん
に
相
談
す
る
方
法
「
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ 

ミ
ニ
レ
タ
ー
」
の
使
い
方
も
教
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
丹
後
・
中
丹
人
権
啓

発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
か

ら
贈
ら
れ
た
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
、
委

員
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
仲
良
く
植
え

付
け
ま
し
た
。

　
開
花
は
令
和
８
年
２
月
～
３
月
ご
ろ

の
予
定
で
す
。

球根を植え付ける児童たち

江陽中学校からのお知らせ ― 役場野田川庁舎に部活動を応援するための資源回収ボックスを設置 ―

江陽中学校では、資源回収で得られた資金を生徒たちの部活動の経費に活用し
ており、貴重な自主財源となっています。昨年度、学校運営協議会において、「多
くの方が集まる役場庁舎や公共施設に資源回収ボックスを設置して、地域の応
援を求めてはどうか？」というご意見をいただき、今回、役場野田川庁舎の自
転車置き場横に資源回収ボックスを設置しました。皆さまのご協力をお願いし
ます。

風水害・土砂災害を想定した訓練を実施しました
与謝野町防災訓練 問　防災危機管理対策室 ☎ 43-9011

　
10
月
19
日
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
る
「
与
謝

野
町
防
災
訓
練
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
風

水
害
・
土
砂
災
害
を
想
定

し
、
自
治
体
が
発
す
る
危

険
度
に
応
じ
た
段
階
的
な

避
難
行
動
や
、
情
報
伝
達

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

 　

同
日
に
、
町
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
岩
屋
区
で

実
施
さ
れ
た
独
自
訓
練
で

は
、
避
難
所
で
使
用
す
る

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
テ
ン
ト

や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど

の
展
示
、
炊
き
出
し
訓
練

の
ほ
か
、
親
子
防
災
教
室

も
開
催
。「
自
然
災
害
か

ら
命
を
守
れ
る
人
に
な
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の

方
が
参
加
し
、
災
害
の
こ

と
や
、
も
し
も
の
と
き
に

自
分
自
身
や
家
族
を
守
る

方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
ま
た
、
滝
区
や
温
江
区

で
も
、
公
民
館
に
お
い
て

防
災
講
演
や
炊
き
出
し
体

験
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
他

の
地
域
に
お
い
て
も
消
火

栓
や
水
消
火
器
を
使
っ
た

消
火
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

設
置
し
た
資
源
回
収

ボ
ッ
ク
ス

上／親子防災教室
の様子
右／炊き出し訓練
の様子

美しい景観を次世代へ残すために
与謝野町景観審議会の開催 問　建設課 ☎ 43-9014

　
11
月
20
日
、
役
場
本
庁
舎
に
お

い
て
、
合
併
後
初
と
な
る
「
与
謝

野
町
景
観
審
議
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
与
謝
野
町
の
景
観
に
関

し
て
は
、京
都
府
が
策
定
し
た「
天

橋
立
周
辺
地
域
景
観
ま
ち
づ
く
り

計
画
」（
岩
滝
地
域
）
と
、「
与
謝

野
町
の
美
し
く
豊
か
な
景
観
を
守

り
育
て
る
条
例
」（
加
悦
地
域
）

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
野
田

川
地
域
に
は
適
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
今
般
、
景
観
の
規
制
が
な
い

野
田
川
地
域
ま
で
対
象
を
拡
大
す

る
検
討
を
進
め
、
町
全
体
の
景
観

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
同
審
議

会
に
「
与
謝
野
町
の
美
し
く
豊
か

な
景
観
を
守
り
育
て
る
条
例
施
行

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
を

諮
問
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
同
審
議
会
の
組
織
に

関
す
る
施
行
規
則
の
改
正
に
向
け

て
、
審
議
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で

す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

尾お

上が
み 

亮り
ょ
う

介す
け

（
国
立
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
）

坂中会長（右）に対し諮問書を読み上げる山添町長

二十歳の門出を祝う「成人式」を開催します
令和８年与謝野町二十歳の成人式 問　社会教育課 ☎ 43-9026

　
与
謝
野
町
で
は
、
20
歳

の
方
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
「
令
和
８
年
与
謝
野

町
二
十
歳
の
成
人
式
」
を

開
催
し
ま
す
。

● 

日
時

令
和
８
年
１
月
11
日（
日
）

【
受
け
付
け
】

午
後
１
時
～
１
時
30
分

【
式
典
】

午
後
１
時
30
分
～
２
時

【
記
念
撮
影
】

午
後
２
時
～
２
時
30
分

● 

会
場

野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

● 

対
象
者

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら

18
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
与
謝
野
町
在

住
の
方
、
ま
た
は
与
謝
野

町
出
身
で
転
出
し
た
方 

な
ど

● 

そ
の
他

対
象
者
の
う
ち
、
与
謝
野

町
内
に
住
民
票
な
ど
が
あ

る
方
に
は
、
11
月
中
に
町

内
の
ご
実
家
に
案
内
状
を

発
送
し
て
い
ま
す
。

※ 

11
月
中
に
案
内
状
が

届
い
て
い
な
い
方
、
ま
た

は
一
家
で
転
出
な
ど
を
し

て
い
る
方
で
出
席
を
希
望

す
る
方
は
、
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す

謝辞を読み上げる新成人
（令和７年与謝野町二十歳の成人式）

坂さ
か
な
か中 

紀の
り
ふ
み文

（
算
所
区
）

会
長

山や
ま
し
た下 

和か
ず

男お

（
明
石
区
）

副
会
長

井い
の
う
え上 

康や
す

治じ

（
加
悦
奥
区
）

渋し
ぶ
た
に谷 

和か
ず

雄お

（
加
悦
区
）

朝あ
さ
く
ら倉 

敏と
し
あ
き秋

（
後
野
区
）

和わ

だ田 

茂し
げ
る（

与
謝
区
）

𫝆い
ま

田だ 

愽ひ
ろ

文み

（
滝
区
）

永な
が
よ
し吉 

俊と
し
ひ
こ彦

（
金
屋
区
）

西に
し
む
ら村 

良よ
し
ひ
さ久

（
温
江
区
）

田た

中な
か 

豊と
よ

司し

（
香
河
区
）

番ば
ん 

晃あ
き
ら（

農
業
委
員
会
）

三み

た田 

智と
も

子こ

委
員

西に
し
は
ら原 

新し
ん
す
け介

（
商
工
会
）

（
文
化
財
保
護
委
員
会
）

与謝野町景観審議委会委員の紹介
【任期】11 月 20 日～令和９年 11 月 19 日
※ 敬称略、（ ）内は所属団体など
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国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
医
療
機

関
な
ど
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ま
で
お
金
を
出
し
合
い
、
助
け

合
う
制
度
で
す
。
年
々
被
保
険
者
数
の
減
少
と
、
医
療
の
高
度
化
に
伴

う
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
正

な
国
保
運
営
を
行
う
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
届
け
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。な
お
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
し
て
い

る
場
合
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
国
保
に
加
入
す
る
と
き
】

● 

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

● 

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
、
ま
た

● 

は
被
扶
養
者
か
ら
外
れ
た
と
き

● 

子
ど
も
が
産
ま
れ
た
と
き

● 

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

【
国
保
を
脱
退
す
る
と
き
】

● 

他
市
町
村
に
転
出
し
た
と
き

● 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
、
ま

● 

た
は
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

● 

死
亡
し
た
と
き

● 

生
活
保
護
を
受
け
た
と
き

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
の
届
け
出
は

忘
れ
ず
に

国民健康保険の適正化にご協力ください
問　保険課 ☎ 43-9022

【
そ
の
他
】

● 

住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た

● 

就
学
の
た
め
他
市
町
村
に
転
出
す
る

● 

世
帯
分
離
・
合
併
を
し
た

　
会
社
を
退
職
し
て
、

　
国
保
に
加
入
す
る
と
き

　
退
職
し
た
方
が
国
保
に
加
入
す
る
と

き
、
資
格
喪
失
日
が
分
か
る
書
類
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
退
職
し
た
事
業
所
か

ら
「
資
格
喪
失
証
明
書
」
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
に

　
な
れ
ま
せ
ん
か
？

　
お
子
さ
ん
が
職
場
の
健
康
保
険
に
加

次
の
事
項
に
該
当
し
な
い
か

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

入
し
、
そ
の
世
帯
に
同
居
す
る
方
の
収

入
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
お
子
さ

ん
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
お
子

さ
ん
の
保
険
料
が
増
加
す
る
こ
と
な

く
、
国
保
喪
失
に
よ
り
国
保
税
も
か
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
例
に
該
当
し

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
入
条
件
な
ど
は
、
勤
め
先

ま
た
は
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保

険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん

　

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加
傾
向

　
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を

転出または職場の健康保険に加入した場合は、国保を脱退する届け出をしないと国保の資格が
残ったまま保険税の支払いが続きます。
国保の資格が本来喪失すべきところ、届け出がないまま病院などを受診していると、あとで国保
が負担した７割または８割を返還しなければなりません。
資格確認書の方は、届け出のときに必ず資格確認書の返却をお願いします。

● 

●

●

注
意
事
項

る
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
医
療
機
関
な
ど
の

適
正
受
診
に
加
え
、
特
定
健
診
や
各
種

検
診
の
積
極
的
な
受
診
に
よ
り
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
、
予
防
と
健
康

づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ

る
同
じ
有
効
成
分
を
持
つ
比
較
的
安
価

な
薬
の
こ
と
で
す
。
同
医
薬
品
に
切
り

替
え
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
場
合

　
万
が
一
、
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た

場
合
、
早
期
に
治
療
す
る
た
め
マ
イ
ナ

保
険
証
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
し
た
も

の
）、
ま
た
は
資
格
確
認
書
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
相
手

方
の
あ
る
交
通
事
故
な
ど
の
場
合
は
、

必
ず
、
役
場
へ
の
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

相
手
方
の
あ
る
交
通
事
故
な
ど
で

は
、
本
来
、
そ
の
加
害
者
が
医
療
費
を

負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
届
け
出

が
な
い
と
、
国
保
が
負
担
し
た
ま
ま
に

な
り
、
翌
年
度
の
皆
さ
ん
の
国
保
税
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
加
害
者
へ
の
請
求
は
、
届
け
出
が

あ
っ
た
後
、
役
場
が
行
な
い
ま
す
。

　

柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）

　

の
施
術
に
は
保
険
証
が
使
え
る
場
合

　

と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術
は
、
す
べ

て
が
健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
あ
る
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
場
合
の
み
対
象
で
す
。
自
分
の
症
状

が
条
件
に
当
て
は
ま
る
か
確
認
し
て
か

ら
、
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

●●●●

日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
筋
肉
痛

や
筋
肉
疲
労
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
体

調
不
良

神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎
、
ヘ

ル
ニ
ア
な
ど
病
気
が
原
因
の
痛
み

保
険
医
療
機
関
で
治
療
中
の
も
の

症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
、
長
期

に
わ
た
る
漫
然
と
し
た
施
術

【
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
／
全
額

自
己
負
担
】

ね
ん
挫
、
打
撲
、
肉
離
れ
（
負
傷
し

た
患
部
の
回
復
を
目
的
と
す
る
と
き
）

骨
折
、
脱
臼
（
応
急
手
当
を
除
き
、

医
師
の
同
意
が
必
要
）

●●

空き家の適切な維持管理を行いましょう
空家総合対策窓口 問　総務課 ☎ 43-9010

　
空
き
家
は
、
そ
の
所
有
者

や
管
理
者
の
責
任
に
お
い
て

適
切
に
管
理
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
す
。
し
か
し
、
降
雪
期

に
は
屋
根
の
雪
が
放
置
さ
れ

て
建
物
が
倒
壊
し
た
り
、
空

き
家
か
ら
落
下
し
た
雪
が
近

隣
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
雪
と
い

う
自
然
現
象
が
原
因
だ
と
し

て
も
、
空
き
家
を
放
置
し
他

人
に
損
害
を
与
え
た
場
合

は
、
空
き
家
の
所
有
者
や
管

理
者
が
損
害
賠
償
責
任
を
問

わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
の
所
有
者
・
管
理

者
の
方
に
は
、
迷
惑
な
空
き

家
に
な
ら
な
い
よ
う
、
雪
の

処
理
は
業
者
に
依
頼
す
る
、

ま
た
は
近
隣
住
民
の
方
に
お

願
い
で
き
る
場
合
は
事
前
に

お
願
い
し
て
お
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

空き家管理の３つのポイント

空き家が管理不全な状態にならないよう、盆、正月、
法事の際など、相続が発生する前から家族全員で早め
に相談し、大切な財産をしっかり引き継ぎましょう。

>>> Point 1

相続登記の手続きは、司法書士などの専門家に相談し
ましょう。

>>> Point 3

相続した不動産を売却するためには、相続登記が必要
になります。空き家などの問題を後世に繰り延べて複
雑化させないためにも、相続登記を行い適切な維持管
理につなげましょう。

>>> Point 2
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与謝野町
有線テレビ

YoutubeＸ（旧 twitter）Facebook 番組ガイドホームページ

与謝野町公式
WEB サイト

＆
SNS LINE Instagram

　
阿
蘇
海
の
水
質
問
題
に
つ

い
て
、京
都
府
、関
係
市
町
、

地
域
住
民
の
方
が
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
協
働
し
て
環
境
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
啓
発
の
一
環
と
し

て
、
与
謝
野
町
内
の
小
学
校

児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
、
阿
蘇

海
や
近
隣
河
川
の
環
境
改
善

を
推
進
す
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
。町
内
の
全
小
学
校
、

１
４
０
人
の
児
童
か
ら
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
入

賞
作
品
18
点
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
入
賞
作

問　地球温暖化対策室 ☎ 43-9023
入賞作品 18 点が決定しました
第 18 回阿蘇海等環境改善啓発ポスターコンクール

品
は
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し

て
、
関
係
各
所
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

吉よ
し

田だ 

涼り
ょ
う

我が

さ
ん
（
石
川
小
４
年
）

● 

町
長
賞

大お
お
に
し西 

羽は

な奏
さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

● 

教
育
長
賞

西に
し

田だ 

峻し
ゅ
んさ

ん
（
加
悦
小
４
年
）

● 

阿
蘇
海
環
境
づ
く
り

● 

協
働
会
議
賞

田た

中な
か 

廣ひ
ろ
ゆ
き幸

さ
ん
（
加
悦
小
４
年
）

西に
し
じ
ま嶋 

ひ
よ
り
さ
ん
（
三
河
内
小
５
年
）

菊き
く

地ち 

莉り

お

な

音
奈
さ
ん
（
市
場
小
４
年
）

藤ふ
じ
わ
ら𠩤 

湊そ
う

真ま

さ
ん
（
石
川
小
４
年
）

瀬せ

堂ど
う 

楓ふ
う

子こ

さ
ん
（
石
川
小
４
年
）

橋は
し
も
と本 

琉り
ゅ
うさ

ん
（
石
川
小
４
年
）

糸い
と

井い 

希の
ぞ

美み

さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

糸い
と

井い 

美み

こ心
さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

糸い
と

井い 

る
る
さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

上う
え

羽は 
佐さ

く空
さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

佐さ

ど戸 
結ゆ

い

菜な

さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

四し

宮み
や 

諒り
ょ
う

河が

さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

三み

た田 

絆り
あ
な愛

さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

堀ほ
り
ぐ
ち口 

莉り

さ沙
さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

横よ
こ
が
わ川 

あ
み
さ
ん
（
岩
滝
小
５
年
）

● 

入
選

町
長
賞
を
受
賞
し
た
吉
田
さ
ん
の
作
品

入
賞
者
一
覧

入
賞
作
品
を
掲
載
し
た
２
０
２
６
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

戦後 80 年。恒久平和への誓いを新たに

― 与謝野町戦没者追悼式 ―

　
10
月
29
日
、
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

に
お
い
て
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら

れ
た
町
内
す
べ
て
の
戦
没
者
に
対

し
、
心
か
ら
哀
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
「
与

謝
野
町
戦
没
者
追
悼
式
」
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ご
遺
族
や
関
係

者
な
ど
約
70
人
が
参
列
。
追

悼
の
辞
で
は
、
与
謝
野
町
遺

族
連
絡
協
議
会
長
の
佐さ

が賀

義よ
し
ゆ
き之

さ
ん
が
、
23
歳
の
若
さ

で
戦
死
さ
れ
た
叔
父
を
悼
む

父
親
の
姿
を
思
い
、「
私
は

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
で

す
。
戦
争
で
家
族
を
亡
く
す

こ
と
は
、
一
生
悲
し
み
を
引

き
ず
り
続
け
る
こ
と
に
な

り
、
今
後
、
絶
対
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
戦
争
の
悲
惨
さ

遺族を代表して追悼の辞を述べる佐賀さんを
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世

代
へ
伝
え
て
い
く
役
割
が
あ
る
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
は
、
参
列
者
全
員
が

献
花
を
行
い
、
戦
後
80
年
と
い
う
節

目
の
年
に
あ
た
り
、
恒
久
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

【与謝野町合併 20 周年】

カウントダウン写真プロジェクトに参加しませんか？
詳しくは、町ホームページをご覧ください　▶▶▶

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

人　口
男
女
世帯数

18,997 人
9,124 人
9,873 人
8,819 戸

（－ 26）
（－７）
（－ 19）
（＋８）

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

令和７年 10 月末現在
まちのうごき

転　入
転　出
出　生
死　亡
その他

内
　
訳

30
35
5

26
0

人
人
人
人
人

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、10 月 16 日から 11 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

総務課／財産活用・契約室
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課／ふるさと応援促進室
　☎ 43-9015

与謝野町役場 本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課／地球温暖化対策室
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

令和８年１月５日（月）まで
固 定 資 産 税：第４期
国 民 健 康 保 険 税：第７期
介 護 保 険 料：第７期
後期高齢者医療保険料：第６期

今
月
の
納
期

InformationInformation

高
齢
者
な
ど
の
住
宅
の
除
雪
に
要
し
た

高
齢
者
な
ど
の
住
宅
の
除
雪
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
、

母
子
、
障
害
者
世
帯
に
お
い
て
、
冬
期

に
お
け
る
雪
害
防
止
の
た
め
に
、
土
木

業
者
な
ど
に
依
頼
し
た
除
雪
作
業
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
世
帯

① 

高
齢
者
世
帯
（
年
齢
が
65
歳
に
到

達
し
て
い
る
方
の
み
の
世
帯
か
、
そ
の

65
歳
到
達
者
と
③
の
障
害
者
の
世
帯
）

② 

母
子
世
帯
（
年
齢
が
０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
子
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
）

③ 

障
害
者
世
帯
〔
世
帯
主
が
障
害
者

（
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
方
）
で
あ
る
世
帯
〕
で
、
世

帯
全
員
の
当
該
年
度
住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

対
象
基
準　

【
屋
根
の
雪
下
ろ
し
】
屋
根
上
50
㎝
以
上

【
地
上
の
雪
す
か
し
】
地
上
30
㎝
以
上

補
助
金
額　
１
回
の
除
雪
に
要
し
た
対

象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度
額

２
万
円
）

提
出
書
類

● 

申
請
書

● 

写
真
（
積
雪
量
と
除
雪
作
業
中
の
状

況
が
確
認
で
き
る
も
の
）

● 

作
業
に
要
し
た
費
用
の
領
収
書
の
写
し

※ 

可
能
な
限
り
作
業
前
に
福
祉
課
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
福
祉
課 

☎
４
３・９
０
２
１

「
よ
さ
の
短
歌
」
の
募
集

「
よ
さ
の
短
歌
」
の
募
集

――  

最
優
秀
作
品
の
歌
碑
を
建
立

最
優
秀
作
品
の
歌
碑
を
建
立  

――

　
よ
さ
の
短
歌
募
集
実
行
委
員
会
と
観

光
協
会
で
は
、
与
謝
野
町
を
題
材
と
す

る
短
歌
「
よ
さ
の
短
歌
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

応
募
規
定

● 
与
謝
野
町
を
題
材
に
し
た
短
歌　

● 
１
人
２
首
ま
で　
　

● 
未
発
表
作
品
に
限
る

応
募
料　
１
人
１
０
０
０
円　
　

選
者　

冨ふ

き貴 
高た

か

司し

氏
（
現
代
歌
人
協

会
会
員
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

賞　
　

【
最
優
秀
賞
（
１
人
）】　

与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
の
歌
碑
の
あ

る
大
内
峠
一
字
観
公
園
敷
地
内
に
、
最

優
秀
作
品
の
歌
碑
を
建
立

【
優
秀
賞
（
10
人
）】

正
絹
の
丹
後
ち
り
め
ん
製
品
を
贈
呈

※ 

入
賞
者
お
よ
び
入
賞
作
品
は
、
令

和
８
年
４
月
１
日
に
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
発
表
し
ま
す　

　
　
　
　

令
和
８
年
１
月
31
日

（
土
）
ま
で
に
、 

観
光
協
会
（
☎

４
３・０
１
５
５
）
へ
。

償
却
資
産
の
申
告
は

償
却
資
産
の
申
告
は

京
都
地
方
税
機
構
に
お
願
い
し
ま
す

京
都
地
方
税
機
構
に
お
願
い
し
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資

産（
事
業
用
資
産
）を
お
持
ち
の
方
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有
状
況

を
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
な
ど
の

提
出
は
、
京
都
地
方
税
機
構
へ
お
願
い

し
ま
す
（
郵
送
可
）。

申
告
書
提
出
期
限

令
和
８
年
２
月
２
日
（
月
）

※ 

な
る
べ
く
令
和
８
年
１
月
14
日

（
水
）
ま
で
の
早
期
申
告
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　
　
京
都
地
方
税
機
構
事
務
局
業
務
課

☎
０
７
５・４
１
４・４
５
０
３

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

《
自
衛
官
候
補
生
》

年
齢
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

※ 

ほ
か
に
も
募
集
し
て
い
る
職
種
が

あ
り
ま
す
の
で
、
採
用
案
内
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地
域
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８  

問

問
・
申

問
・
申

広告掲載
募集中

● サイズ　W60mm × H45mm
● 料　金　月額 5,000 円／枠
● その他　最大３枠まで掲載可
問　総務課 ☎ 43-9010

町ホームページ

採用案内ページ

問
・
申

※ 掲載している情報は、11 月 27 日（木）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

【広告枠】

要介護認定者の方のおむつ代医療費控除 問・申　福祉課 ☎ 43-9021

介護保険の要介護認定を受けた方で、申請によりおむつの使用が必要であると認められた場合、与謝野町から
「おむつ代の医療費控除の証明」を交付します。所得税や町府民税の申告に本証明書類を使うと、一定の金額
を所得から控除することができます。

12 月末現在で介護保険の要介護認定を受けた方で、次のような状態にある方。
・屋内での生活は何らかの介助を要していて、日中もベッドでの生活が主体であるが、座位を
保てる程度、または、１日中ベッドで過ごしていて、排

は い せ つ

泄、着替え、食事において介助を要す
る程度であり、かつ、失禁への対応としてカテーテルを使用していること、または尿失禁が発
生している、もしくはその発生可能性があること。

● 認定の目安

※ 介護認定時の主治医意見書などの介護認定資料の内容に基づくため、認定できない場合があります

要介護認定者の方の障害者控除認定 問・申　福祉課 ☎ 43-9021

65 歳に到達している介護保険の要介護認定を受けた方のうち、障害者手帳の交付を受けていない方で、申請
により障害者に準ずることが認められた場合、与謝野町から「障害者控除対象者認定書」を交付します。所得
税や町府民税の申告に本認定書を使うと、一定の金額を所得から控除することができます。

12 月末現在で 65 歳に到達している介護保険の要介護認定を受けた方のうち、障害者手帳の
交付を受けておらず、次のような状態にある方。
・屋内での生活は何らかの介助を要していて日中もベッドでの生活が主体であるが、座位を保
てる程度、また、１日中ベッドで過ごしていて、排泄、着替え、食事において介助を要する程度。
・日常生活に支障を及ぼす症状、行動や意思疎通が困難な状態があり、介護を必要とする程度。

● 認定の目安

※ 介護認定時の主治医意見書などの介護認定資料の内容に基づくため、認定できない場合があります

薬物乱用は、周囲の人から誘われて、好奇心や興味本位で手を染めるケースが
多く見られます。薬物乱用に対する理解を深め、絶対に手を出さないという自
覚が大切です。

薬物乱用は「ダメ、ゼッタイ。」
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使い捨てカイロを資源に
― 12 月１日から使用済みの使い捨てカイロの回収事業を開始 ―

　寒い日に手や体を温めてくれる使い捨てカイロ。そん
なカイロが、今度は「ステンレスの原料」として新しい
役目を果たします。宮津市と与謝野町では、日本冶金工
業株式会社大江山製造所と協力し、使い終わったカイロ
を集めてリサイクルする取り組みを、12 月１日から始
めました。
　この取り組みは、与謝野町の未来、そして地球の未来
のために一人ひとりの「捨てる」から「いかす」へ、意
識を向けていただくために実施します。皆さまのご協力
をお願いします。

Ａ . 従来、使用済みの使い捨てカイロは燃やすごみとして処理されてきまし
た。しかし、限りある資源を大切に使うためには、「ごみ」として捨てるの
ではなく、「資源」として生まれ変わらせることが大切です。この取り組みは、
与謝野町のごみの減量化や環境への負担を減らすことをめざし、地域の課題
解決につなげていくものです。

Q. なぜ、「使用済みの使い捨てカイロ」を回収するの？

問　農林環境課 ☎ 43-9023

12 月１日（月）～令和８年３月 31 日（火）
使用済みの使い捨てカイロ　※ 未使用品や包装プラは回収対象外です
回収拠点にある専用回収ボックスに「使用済み」の使い捨てカイロ
を入れてください
役場各庁舎、各地域公民館、町内の各小・中学校
※ すべて屋内です

● 実施期間
● 回収対象
● 回収方法

● 回収場所

回
収
方
法
な
ど

◀ 

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
イ
メ
ー
ジ

問　
総
務
課

　
　

☎
４
３
・
９
０
１
０

＃
わ
た
し
の

　
　
　

与
謝
野

　

令
和
８
年
３
月
１

日
の
合
併
20
周
年
記
念

に
向
け
て
、
写
真
を

と
お
し
て
与
謝
野
町

の
魅
力
を
お
届
け
す

る
「
＃
わ
た
し
の
与
謝

野
」。
今
月
号
で
は
、

「@
kiritachi11

」
さ
ん

の
写
真
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ん

か
ら
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

写
真
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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